
（別紙３）

〜 2026年 2⽉ 14⽇

（対象者数） 32 （回答者数） 26

〜 2026年 2⽉ 14⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
スクリーンを最⼤限に活⽤できていない部分があ
り、⼦どもが興味関⼼を継続できるよう⼯夫を
⾏っていく。

2

⼦どもの出⼊りが多い時間帯は数分程度の待ち時
間が発⽣することがある。待ち時間の過ごし⽅を
⼦どもに提案し、待たされていると感じないよう
な配慮を⾏っていく。

3
近い年齢で遊ぶ時や、全体で⼀緒に過ごすときは
エリアで分けたり、⼦どもが理解しやすいよう⼯
夫していく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

⾜元注意の声掛けを都度⾏っている。
トイレに⾏く際は複数名の⼦どもを⼀緒に連れて
いくなど、指導員が療育室を不在にする時間を極
⼒短くする。

2

指導員が必ず⼀⼈は全体を⾒渡し、⼦どもの気持
ちの変化にも⽬を配るようにしている。また、わ
かりやすいエリア分けや、未就学児に対応する指
導員等の役割分担を⾏っている。

3

運動療育を中⼼に、スクリーンを⽤いた全⾝運動か
ら、ピアノや書道など⼿先の動きまで幅広い療育を
おこなっている。

未就学児と就学時の時間を分けて運動をするなど年
齢発達に応じた療育を⾏っている。

SSTやコグトレプリントを⾏う際は指導員が⼀⼈ひ
とりに付き添い、進捗を確認しながら声掛けを⾏っ
ている。

SSTでは指導員の声掛けで複数の回答や考え⽅に触
れられるように⾏っている。

ワンフロアで指導員の⽬が届きやすい。
死⾓ができないよう物を配置し、安全に過ごせるよ
う配慮している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

建物の構造上、共⽤部分に段差がある、トイレが離
れているという点

躓き転倒する恐れがある。
トイレに指導員が付き添うため、⼈⼿が必要にな
る。

ワンフロアで様々な年齢が混ざり合い、ぶつかる危
険性がある。

テンションが上がり、⾛り出してしまう⼦や、まだ
体が⼩さい未就学児がいるため事故につながる可能
性がある。

2026年 1⽉ 21⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 2⽉ 25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名

○保護者評価実施期間 2026年 1⽉ 21⽇

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における⾃⼰評価総括表公表


